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遠洋航路を切り開いた鋼骨鉄皮

構造の名船

鋼
鉄
交
造
船
と
し
て
英
国
で
誕
生

「木
鉄
交
造
船
」
と
称
す
る
船
が
、
十
九
世
紀
な
か

ば
の
一
時
期
造
ら
れ
た
。
外
板
や
甲
板
な
ど
は
木
造

と
し
、
梁
、
肋
骨
、
縦
通
材
の
よ
う
な
骨
組
み
の
一

部
に
鉄
材
を
用
い
た
船
の
こ
と
で
あ
る
。
船
体
が
丈

夫
で
軽
く
、
載
貨
能
力
が
大
き
い
の
で
、
ク
リ
ッ
パ

ー
帆
船
な
ど
に
多
く
採
用
さ
れ
た
。

有
名
な
テ
ィ
ー
ク
リ
ッ
パ
ー
の

「カ
テ
ィ
ー

・
サ

ー
ク
」
や

「
テ
ー
ピ
ン
グ
」
も
、
木
鉄
交
造
船
で
あ

る
。
こ
の
時
期
に
は
、
鉄
船
も
普
及
し
て
い
た
が
、

テ
ィ
ー
ク
リ
ッ
パ
ー
が
就
航
し
た
東
洋
航
路
は
、
航

海
距
離
が
長
い
う
え
、
寄
港
地
に
ド
ッ
ク
が
な
い
の

で
、
船
底
に
付
着
す
る
海
草
や
海
生
物
を
除
去
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
と
く
に
木
鉄
交
造

船
が
投
入
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

欧
米
の
造
船
史
で
は
、
こ
の
後
、
鉄
船
の
時
代
が

相
応
の
期
間
存
在
し
、
こ
れ
に
続
い
て
、
現
代
に
つ

な
が
る
鋼
船
の
時
代
が
到
来
す
る
の
だ
が
、
そ
の
過

渡
期
に
、
鋼
骨
鉄
皮
構
造
の
船
が
造
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
木
鉄
交
造
船
と
同
じ
着
想
で
、
骨
組
み

に
新
規
材
料
の
鋼
材
を
採
用
し
、
外
板
に
鉄
材
を
用

い
た
船
の
こ
と
で
あ
る
。
製
鋼
技
術
が
未
熟
な
初
期

段
階
で
は
、
鋼
の
内
部
組
織
に
ム
ラ
が
あ
り
、
わ
ず

か
な
衝
撃
で
も
亀
裂
が
生
じ
や
す
か
っ
た
た
め
、
こ

れ
を
外
板
に
使
う
の
を
避
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「鋼
鉄
交
造
船
」
あ
る
い
は

「鋼
骨
鉄
皮
船
」
と
呼

溶



ば
れ
る
こ
の
類
い
の
船
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
木
鉄

交
造
船
の
隻
数
ほ
ど
は
建
造
さ
れ
な
か
っ
た
。
製
鋼

技
術
が
急
速
に
発
達
し
、
内
部
組
織
の
均

一
な
鋼
板

が
大
量
に
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
百

五
十
年
を
こ
え
る
英
国
キ
ュ
ナ
ー
ド
社
の
長
い
歴
史

を
眺
め
て
も
、
鋼
鉄
交
造
船
は

一
隻
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
の
む
か
し
、
日
本
の
海
運
界
の

老
舗
日
本
郵
船
の
社
船
に
、
こ
の
鋼
鉄
交
造
船
が

一

隻
存
在
し
た
。
シ
ア
ト
ル
航
路
の
第

一
船
と
し
て
名

高
い
初
代

「三
池
丸
」
で
あ
る
。

シ
ア
ト
ル
航
路

の
開
業
第

一
船

に

「三
池
丸
」
は
、　
一
八
八
五

（明
治
十
八
）
年
に
設

立
さ
れ
た
日
本
郵
船
が
、
船
隊
整
備
の
た
め
英
国
に

発
注
新
造
し
た
八
隻
の
う
ち
の
一
隻
で
あ
る
。
八
隻

の
中
で
は
最
大
船
で
あ
り
、
日
本
全
体
を
見
渡
し
て

も
、
三
千
三
百
絡
ト
ン
の

「三
池
丸
」
を
超
え
る
船

は
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
年
前
後
の
海
運
界
の
水
準

は
、
そ
の
程
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
商
船
隊
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な
っ
た

「三

池
丸
」
は
、　
一
八
九

一

（明
治
二
十
四
）
年
か
ら
九

四

（同
二
十
七
）
年
に
か
け
て
、
ハ
ワ
イ
ヘ
の
官
約

移
民
船
と
し
て
活
躍
し
た
。官
約
移
民
と
い
う
の
は
、

日
本
と
ハ
フ
イ
王
国
間
の
政
府
協
約
に
よ
る
移
民
の

こ
と
で
、
ど
一池
丸
」
は
こ
の
公
的
航
海
を
五
回
行

い
、
合
計
六
千
七
百
人
の
日
本
人
農
民
を
ハ
ワ
イ
の

砂
糖
キ
ビ
農
場
へ
お
く
っ
て
い
る
。

や
が
て
日
清
戦
争
後
、
日
本
郵
船
は
、
欧
州
、
シ

ア
ト
ル
、
豪
州
へ
の
二
大
航
路
を
開
設
し
た
。
第

一

船
は
、
欧
州
が
五
千
八
百
総
ト
ン
の

「上
佐
丸
」、

シ
ア
ト
ル
が

「三
池
丸
」
、
豪
州
が
三
千
五
百
総
ト

ン
の

「山
城
丸
」
で
あ
る
。
欧
州
航
路
の
「上
佐
丸
」

が
、
購
入
船
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
も
知
名

度
が
高
い
の
は
、
船
が
大
き
か
っ
た
か
ら
だ
。

シ
ア
ト
ル
航
路
の
開
業
第

一
船

「三
池
丸
」
が
神

戸
を
出
航
し
た
の
は
、　
一
八
九
六

（明
治
二
十
九
）

年
八
月

一
日
で
あ
っ
た
。
船
客
八
人
、
移
民
客
二
百

五
十
二
人
を
乗
せ
た
同
船
は
、
横
浜
か
ら
、
ホ
ノ
ル

ル
を
経
て
、
同
月
二
十

一
日
に
シ
ア
ト
ル
に
入
港
し

た
。
移
民
客
の
大
部
分
は
、
神
戸
、
横
浜
か
ら
ホ
ノ

ル
ル
ま
で
の
乗
船
者
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て

「山
口
丸
」
「金
州
丸
」
が
就
航
。
間
も

な
く
、
使
用
船
四
隻
に
よ
る
四
週

一
便
の
定
期
と
な

っ
た
。
開
業
時
の
寄
港
地
は
、
香
港
、
下
関

（の
ち

門
司
に
変
更
）、
神
戸
、
横
浜
、
ホ
ノ
ル
ル
（臨
時
）、

シ
ア
ト
ル
で
あ
る
。
横
浜
～
シ
ア
ト
ル
間
の
航
海
日

数
は
約
十
七
日
。
運
賃

（
一
八
九
八
年
当
時
）
は
、

一
等
百
三
十
五
ド
ル
、
二
等
九
十
五
ド
ル
、
二
等
二

十
八
ド
ル
だ
っ
た
。
二
等
の
二
十
八
ド
ル
は
、
当
時

の
為
替
レ
ー
ト
で
五
十
六
円
ぐ
ら
い
だ
。

大
歓
迎
さ
れ
た
シ
ア
ト
ル
初
入
港

不
思
議
な
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
有
名
船
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
一池
丸
」
の
写
真
が
管
無
に
近

い
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
知

っ
て
い
る
の
は
、
こ
こ

に
掲
げ
た
逆
光
の
不
鮮
明
な
着
岸
写
真
だ
け
。

し
か
し
よ
く
見
る
と
、
こ
の
写
真
は
面
白
い
。
船

は
満
艦
飾
で
彩
ら
れ
、
フ
オ
ア
マ
ス
ト
に
は
星
条
旗

が
上
が
っ
て
い
る
。
船
尾
甲
板
室
に
は
天
幕
が
張
ら

れ
、
な
に
や
ら
来
賓
席
の
よ
う
で
も
あ
る
。
全
体
に

華
や
い
だ
感
じ
の
こ
の
写
真
は
、
シ
ア
ト
ル
初
入
港

の
八
月
二
十

一
日
に
撮
ら
れ
た
も
の
で
、
ど
一池
丸
」

の

一
世

一
代
の
晴
れ
姿
な
の
で
あ
る
。

入
港
の
際
、
ど
一池
丸
」
は
二
十

一
発
の
祝
砲
に

よ
る
歓
迎
を
受
け
た
と
い
う
。
郵
船
の
社
史
に
は
、

歓
迎
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
小
さ
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
豆

粒
の
よ
う
な
活
字
を
ル
ー
ペ
で
追
う
と
、
当
日
の
港

で
の
行
事
の
い
く
つ
か
が
読
み
取
れ
る
。
　

消
防
ボ

ー
ト
の
出
迎
え

（午
後

一
時
）
、
雪
一池
丸
」
港
内

へ

（
一
時
半
）
、
ど
一池
丸
」
着
岸
、
奏
楽

（二
時
）
、

郵
船
の
代
理
店
代
表

・
在
シ
ア
ト
ル
日
本
領
事

・
シ

ア
ト
ル
市
長

・
ど
一池
丸
」
船
長
挨
拶
、
奏
楽

（二

時
二
十
分
）
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（五
時
）、
花
火

（八

時
）
、
等
々
で
あ
る
。

た
ぶ
ん
、
く
だ
ん
の
写
真
は
、
こ
の
日
の
年
後
、

入
港
後
間
も
な
く
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
米
交
流
の
懸
け
橋
と
な
っ
た

「
三
池
丸
」
は
、

一
九
二
〇

（昭
和
五
）
年
に
大
阪
で
解
体
さ
れ
、
四

十
二
年
の
船
歴
を
閉
じ
て
い
る
。

（山
口
　
迪
生
）

わ


